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福島市こむこむワイワイホール

令和７年度福島県農村地域振興セミナー２０２５
ー 分野・世代を超えた農村（むら）づくり ー

投影用

無断での録音
・転用・複写は
禁じます 1

他分野連携と
多世代参画の重要性                
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 題 入る前 私がなぜ今の仕事をしているのか！

アルジェ ア

今の私が るのは、 ５０年前

渡辺 博史先生 との出会い
  （当時：流通経済大学社会学部教授/2001年永眠）

アルジェ アの

「ラ ッド」青年の話
た た一 の青年の行動が周りの
「 」そして地域の環境を変えた！

私は１９歳の学生。県が主催の事業
（新成 者が対象）村からの依頼を受けて
参加。土曜日の午後１時～４時までの講演

サハラ砂漠
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１ どこを出たかではなく、何が出来るかだ！

３ 仕事は言われてするものではなく、探してするものだ！

２   何をしてもらえるかよりも、自分 は何が出来るかだ！
※ 上手くいかないのは全て自分のセイだと思え。他者の責任 はするな。

この考え方は、 らゆる分野でこれから役 立つと思 た。私は、この
渡辺先生の教えを胸 抱き、その後役 の職員として、そして定年後の
現在は講師やアドバイザー等の活動の中で皆さん もお伝えしている。

皆さんの前で、 日お話が出来ることを「 」 思う。

私の役目は、皆さん（ なた）の①気付き ②不安や心配ごとの軽減
③今後の活動力アップのための支援を行うことで る。

誇り
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講師の最大の「思い違い」

現状やデータ 基づき説明すれば、皆さんは
理解して、一緒 動いてくれるだろう！！

みんなで「計画」を作り、たとえその内容や進め方が

「正しか た」としても、相手の「 心 」 響かなければ

「行動」 はつながらない

行動を生むのは「正しさ」ではなく「共感」や「納得感」で る

※ 日も、講演の後 皆さんから

私もそう思う ようやく私の考えと同じ が現れた

是非、一緒 や ていきたいです！ や ぱりそうですよね！
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２０２５年
１月１日

12,359  

２００年

押さえておかなければならないこと
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2025/10/1 1,717,454人

５８．６％
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2025/10/1現在・ 11,128人

講師が係ったT県Ⅿ町

２９．７％
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各市町村では今年の３月まで 「地域計画」

（地域の農業および農地活用）を作 た

今年の４月から、ブラ ュアップ
（磨く、改善）しながら具現化を目指す

地域計画とは
① 地域農業の将来像（１０年後）を考える
② ①を踏まえて農地活用 関しての

目標地図を考える
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農業・農地活用（耕作者等）の担い手がいない

「地域」の担い手がいない
たとえ、いたとしても・・・

特 、地縁団体（自治会、町内会）等からは

◎加入者が減 てきている
◎役員の高齢化・なり手不足 等

講師が係 た地域懇談会のなか は・・・
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国 ・ 県

権限移譲・事務委任等の増大

家族・地域（自治会・町内会等）・企業 等

住民の参加率の低下、役員の高齢化・なり手不足等 
より、これまで自分たちのコミュニ ィ等で行 ていたこと
が出来なくなりつつ り、行政 お願いしたい、戻したい

一方、現在の市町村（行政）の状況は？

※事務量は増えても財政的・ 的措置は別

依頼（ボラ  ィア）
委任・委託・協働 等

※ 市町村合併（広域化）からの課題
働き方改革の推進市 町 村

を固め（見直さ）なければ

①

②

③

地域計画の個々の事
業を「具現化」する は ②足元

多面的、中山間直払い
農家組合、集落営農組織 等

自治基 条例
協働のまちづくり

等

①行政、農委事務局任せ・頼りでは進まない



皆さんはこれもご存じですか？

２０４０年（１５年後） は、報告時の ％の
公務員で行政を担う必要が ると記述されています

②総務省「自治体戦略２０４０構想」研究会（2018/7）報告
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50

２００４年 ４１，６２８ 
１８年後

２０２２年 ２９，７０８ 

２８．４％
の減少

（総務省：地方公共団体定員管理調査結果）①農林水産関係の市町村職員数

※ 最大の要因は「 口減」
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これは○○市の話し合いの様子だが・・・

行政

住民

対峙関係 
なることが多い

分断線

攻

守
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 る地域の農業懇談会の様子 参加者は ３０ 

時間は９０分 さて何 の方が話されたと思うか？

説明会ならいいの
ですが・・・

分断線



これまで私自身が多くの会議や話し合い等 関わ てみて，
開催後のア ケート等で共有していることは？

・ いつも（  ）ばかりが話している

・ （ の大きい ）の意見だけがとおる

・ ごく少数意見が（ 地域・団体の ）意見として取り
上げられている 合が る

・ どうせ意見を言 ても変わらない

・ その で意見を言える（ ）がない

話し合いの途中では（〇〇のくせ ・・・）という言葉 15

・ はじめから（ ）は決ま ているのではないか

同じ

声
代表

勇気

結果



「地域のゴール」を考えるための座談会の様子
（茨城県那珂市額田地区 ２０２３年１１月）
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埼
玉
県
上
尾
市
地
頭
方
地
区
集
落
座
談
会

（２
０
２
０
年
11
月
）

県立農業大学の学生

商工会議所の方

・地権者
・耕作者
・新規就農者
・ＪＡ
・農業委員
・農地利用最適
化推進員
・市農政課
・農委事務局

・自治会長
・地区まちづくり
協議会長
・農林事務所六
次産業化担当
・商工会議所
・農業大学校の
学生
・市 市計画課
・農林事務所
農道・圃 整備
担当
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沖縄タイムズ：令和７年１０月８日
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地域づくりの団体、なぜ活動（内部事情）が停滞（失敗）したのか！

成功 「まぐれ」 り、失敗 「まぐれ」なし！！

具体的な事例 解説／背景 注意点

①
コ ア
メンバー
不 足

発起人が２人しかおらず、
事務・調整・実務が偏り、
健康上の理由で活動停止

発起人頼みの「ワンマン
型」になりやすい。
後継者育成や役割
分担が不十分

最低５～１０人で核
をつくり、役割を分
散すること
（女性、若者）

②
行 政
丸投げ

行政が「補助金あるから
作って」と住民に要請。

形だけ設立
→ 補助金終了後に解散

住民との合意形成を考
えないで進めると「行政
の都合」とみられ、当事
者意識が育たない

住民に「納得」して
もらうような対話
を続ける。あまり急
がせない。
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具体的な事例 解説／背景 注意点

③
目的が
あいまい

「組織」を作ることが
ゴールになっている。
何をやるのかが決まら

ず活動が停滞

活動内容を絞らずに広
げ過ぎると疲弊し、
結局は何も進まない

初期は、１～２の
テーマに絞り、「出
来た実感」を共有
する

④
財 源
依 存

補助金に１００％依存
事業収入や会費ゼロ。
補助金終了とともに

活動休止

公的資金が切れると
すぐに資金切れ

会費や自主事業で
「最低限の自立財
源」を確保する

⑤
合 意
形 成
の失敗？

公平感が崩れて
分裂

歴史的な対立や
不公平感が
表面化

「透明性」と「公平
性」の確保。小規模
な範囲から信頼を
積み上げる
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具体的な事例 解説／背景 注意点

⑥
リーダーと
住民の
温度差

リーダーは熱心だが、特
に女性や若者には「関係
ない」と思われ、いつも
参加者が固定している

「地域のために！」が
生活実態と実感に
つながらない

若者や女性にも関
心・直結するテーマ
を盛り込み、役割も
分担する

⑦
活動範囲
が広すぎる

農地管理、福祉、観光、
直売所・・・全て一度に
はじめて疲弊

人手、資金に対し、
活動量が多すぎる

まずは、「身近で効
果が見える１つ」に
集中し、段階的に拡
大する

⑧
事務（書
類・会計
等）処理
で停滞

事務を担える人材が不
在。外部委託の費用も
ない

事務作業を軽視すると
運営が止まる

会計・事務の担い手
を初期段階から確
保する。外部の専門
家とも連携
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これから、はじめるなら！

①小さく始める

②少 数で抱え込まない → 巻き込む

③お金と役割を自律的 
回す仕組みをつくる
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参考 なる事例紹介

１．岩手県遠野市綾織地区

（１）田んぼの中の ！

（２）農家 ？

２．東海村での思い出

公衆トイレ

レストラ 

会議室内の 「 」託児スペース
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市役所は 気で取り組む気が るのか！
そうでないなら住民を巻き込むな！と

 る座談会の席上で住民から発せられた発言

※ 役所の職員を・・・

※ 役所が・・・ 住民が・・・ 皆さんの地域は・・・

私も発言の通りだと思います。市役所も上辺だけでなく 気で取り
組むことが重要だと思います。
ただ、もう一つ重要なことが ります。それは
「住民」の皆さんも 気で取り組むのか、ということです。

俺たちはどうするか分からないが、市役所は 気で取り組め、ではおか
しい！ア  ェア（不公平）ですよね！！俺たちも頑張るから市役所も
一緒 頑張 てくれ、ならわかりますが。そうですよね皆さん！！



皆さんのまちを、
より元気 するのは

「 」です
「出来るか出来ないか」ではなく

「 か、 か」です
決められた資源（ ・もの・カネ・情報・時間・知的財産）を活かし

「何を残し、何を手放し、何を新た 創るのか！」
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そして貴方 は
何ができますか！

貴方の

 強み は
何で か 

※ 進化論を唱えたダーウィ は、「この世 生き残る生物は、最も力の強いもの

か？そうではない。最も頭がいいものか？ それでもない。それは（ ）
 適応できる生き物だ」という考えを示したと言われています。

皆さん

やる やらない

変化



ここが好き！ずっと暮らしていきたい！
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